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治療情報を集約して管理する機能、

職種ごとの TODO リスト機能やスケ

ジュール管理機能などのユーザーイ

ンターフェースや機能の改善・強化

を 図 っ て い ま す。 ま た、“DICOM 

RT ビューアオプション”により、

従来、放射線治療計画装置でしか参

照できなかった線量分布図などを電

子カルテシステム端末からも参照可

能となり、主治医との効果的な診療

計画の立案を支援します。この放射

線治療情報の共有は、院内のみなら

ず連携医療機関との共有も実現すべ

く、DICOM RT のデータとポータブ

ル RT ビューアを CD/DVD メディア

に焼きつける機能を提供することで

院外での活用も実現しました。

3．電子カルテとの連携により 
高度な診療支援を実現する

「HOPE LifeMark-PACS」（図1）
　近年、爆発的に増加しているモダ

リティからの画像データをスムーズ

に保管・参照できる性能を有し、さ

らに、画像の形状認識技術による

CT や MRI などのスライス画像の自

動位置合わせ機能、関心のある領域

をその場でボリュームレンダリング

し確認できる“ROI VR 機能”（富士

通特許取得済）など、高度な画像処

理技術による支援機能を提供いたし

ます。また、電子カルテとのシング

ルサインオンを実現、従来は煩雑で

あった放射線科医のレポート作成時

における電子カルテ参照がワンク

リックで可能、さらにはフォローアッ

プの充実をめざし、画像検査後の経

過を知りたい患者に病理や手術など

1．診療放射線技師の撮影業務を 
支援する「HOPE LifeMark-HX 
生体検査ライブラリ」

　診療放射線技師の撮影業務を支援

する RIS（放射線部門情報システム）

を、 電 子 カ ル テ シ ス テ ム「HOPE 

LifeMark-HX」のライブラリに進化さ

せたもので、電子カルテシステムから

発行された放射線オーダの受付・実施

内容入力の支援機能、撮影装置への 

患者情報・オーダ情報の送信、照射録、

統計、台帳出力機能を装備しています。

また、電子カルテシステムのライブラ

リ化によって完全なシステム統合を

実現しており、RIS の導入・運用でお

客様の大きな負荷となる撮影マスタ

を電子カルテシステムと一本化、メン

テナンス性を大幅向上させているほ

か、患者プロファイルのリアルタイム

参照や放射線部門からの発生源入力

（造影剤副作用、体内金属有無）など

にも対応しています。さらに、ビジネ

スインテリジェンスツールにより放

射線検査業務内容・結果を診療情報や

ほかの検査結果、医事会計システム

データなどと合わせて検索できるた

め、蓄積したデータを業務改革や経営

分析にも活用できます。

2．チーム医療を支援する 
「HOPE LifeMark- 治療 RIS」

　さまざまな種類の放射線を用い、

がんを治療する放射線治療では、複

数の医療職種スタッフがチームと

なって治療を行います。効果的なチー

ム医療を支援するため、スタッフ間

で患者の状態を共有することをコン

セプトに、患者ごとに各種の放射線

はじめに
　高齢化とがん患者の増加に伴い、

がんの早期発見につながる放射線画

像診断の役割がますます重要視され

てきています。その中で撮影装置の

高度化や検査方法の多様化により、

診療放射線技師の業務負担が増え、

膨大な画像データの管理にも日々追

われています。また、さまざまな医

療職種のメンバーがチームを作って

行うがん患者への放射線治療では、

患者の状態をリアルタイムで共有す

る必要があり、電子カルテシステム

にスピーディーにアクセス可能なシ

ステムへのニーズが高まっています。

　富士通は、電子カルテシステムと

ともに放射線画像管理、治療をサポー

トするシステムの開発、販売に長年

取り組んできており、「DrABLE（ド

クターエイブル）」シリーズを提供、

放射線部門業務の ICT 化に力を入れ

てまいりました。

　今般、放射線領域におけるさらな

る製品・ソリューションの強化をめざ

し、放射線分野において実績のある 

横河医療ソリューションズへ資本参

加し、専業ベンダーのノウハウを生か

しながら「HOPE LifeMark 診療 

画像ソリューション」を共同で開発、

2016年4月より販売開始しております。

LifeMark 診療画像ソリューション
　本ソリューションは 3 つの製品か

ら構成されています。
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お問い合わせ先横河医療ソリューションズと共同開発！
電子カルテとデータベース統合で 
高度な診断支援と業務改革を実現
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